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【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年7月12日(2019.7.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のコンプスタチン類似体部分に結合した１つ以上のクリアランス低減部分を含
むコンプスタチン類似体であって、
(ａ)各コンプスタチン類似体部分は
(ｉ)配列番号８に示すアミノ酸配列を有し、２個、３個または４個の置換を有する環状ペ
プチドを含み、該環状ペプチドは
(Ａ)配列番号８の４位に２－ナフチルアラニン（２－ＮａＩ）、１－ナフチルアラニン（
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１－ＮａＩ）、２－インダニルグリシンカルボン酸（Ｉｇ１）、ジヒドロトリプトファン
（Ｄｈｔ）、４－ベンゾイル－Ｌ－フェニルアラニン、β－３－ベンゾチエニル－Ｌ－ア
ラニン、１－メチルトリプトファンおよび５－メチルトリプトファンからなる群から選択
されるトリプトファン類似体を含み；
(Ｂ)配列番号８の７位にトリプトファンまたは５－フルオロトリプトファンを有し；そし
て
(Ｃ)配列番号８の９位にアラニンまたは２－α－アミノ酪酸（２－Ａｂｕ）を有し、
２個、３個または４個の置換を有する配列番号８の各ペプチドは配列番号８中の２個のＣ
ｙｓ残基間のジスルフィド結合の形成により環化されており；そして
(ii)Ｌｙｓが該環状ペプチドのＣ末端に結合しており；
ここでＬｙｓは８－アミノ－３，６－ジオキサオクタン酸（ＡＥＥＡｃ）部分、１１－ア
ミノ－３，６，９－トリオキサウンデカン酸部分またはいずれかのスクシンイミジルエス
テル（ＮＨＳエステル）を含むスペーサーにより該環状ペプチドのＣ末端と分離されてお
り；そして
（ｂ）各クリアランス低減部分がポリエチレングリコール（ＰＥＧ）を含み、ここで、該
クリアランス低減部分は上記Ｌｙｓのアミノ基によりコンプスタチン類似体部分に結合し
ている、
コンプスタチン類似体。
【請求項２】
　該ＰＥＧが約５００、約１，０００、約１，５００、約２，０００、約５，０００、約
１０，０００、約２０，０００、約３０，０００、約４０，０００、約５０，０００、約
６０，０００、約７０，０００、約８０，０００、約９０，０００、または約１００，０
００ダルトンの平均分子量を有する（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ部分を含む、請求項１に記載の
コンプスタチン類似体。
【請求項３】
　ＰＥＧが直鎖状または分岐状ＰＥＧである、請求項１または２に記載のコンプスタチン
類似体。
【請求項４】
　コンプスタチン類似体が反応性官能基を含むＰＥＧ部分の反応により産生された構造を
含み、該ＰＥＧ部分が
式Ａ：
【化１】

式Ｂ：
【化２】

式Ｃ：
【化３】

式Ｄ：
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【化４】

式Ｅ：
【化５】

式Ｆ：
【化６】

式Ｇ：
【化７】

または式Ｈ：

【化８】

であり、
ここで、「反応性官能基」はＮＨＳエステルを含み；
ｎは約５００、約１，０００、約１，５００、約２，０００、約５，０００、約１０，０
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００、約２０，０００、約３０，０００、約４０，０００、約５０，０００、約６０，０
００、約７０，０００、約８０，０００、約９０，０００、または約１００，０００ダル
トンの平均分子量を提供するのに十分な数であり；
Ｒ１は水素または脂肪族末端基であり；
各Ｔは、独立して、共有結合であるか、あるいはＴの１つ以上の炭素単位が任意選択で独
立して－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒｘ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）
－、－Ｎ（Ｒｘ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｘ）－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－
、－Ｎ（Ｒｘ）ＳＯ２－またはＳＯ２Ｎ（Ｒｘ）－に置き換わっているＣ１～１２の直鎖
状または分岐状炭化水素鎖であり；ここで、Ｒｘはそれぞれ独立して、水素またはＣ１～

６脂肪族であり、そして
各Ｒ２はそれぞれ独立して、「反応性官能基」またはＲ１である、
請求項１～３のいずれかに記載のコンプスタチン類似体。
【請求項５】
　式Ａ～ＨのいずれかのＰＥＧ部分がＮＨＳ活性化ＰＥＧである、請求項４に記載のコン
プスタチン類似体。
【請求項６】
　各ＴがＰＥＧ部分が対称であるように選択される、請求項５に記載のコンプスタチン類
似体。
【請求項７】
　コンプスタチン類似部分が配列番号２８のアミノ酸配列を含むコンプスタチン類似体部
分と、Ｌｙｓ側鎖のアミノ基を介してＮＨＳエステルの反応に由来する構造によりＰＥＧ
にコンジュゲートされる配列番号２８のＴｈｒ残基のＣ末端側にＡＥＥＡｃ－Ｌｙｓ部分
を含む、請求項１～６のいずれかに記載のコンプスタチン類似体。
【請求項８】
　コンプスタチン類似体の構造がアミン、ヒドロキシルまたはチオール基とＮＨＳエステ
ルとの反応により産生される、請求項４に記載のコンプスタチン類似体。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のコンプスタチン類似体を含む組成物。
【請求項１０】
　皮下投与用または眼への送達用に製剤化された請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のコンプスタチン類似体を少なくとも１つの薬学的
に許容される担体または賦形剤と混合することを含む、請求項９の組成物を製造する方法
。
【請求項１２】
　医薬として使用するための、請求項９または１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　皮下投与用または眼への送達に使用するための、請求項９または１０に記載の組成物。
【請求項１４】
　細胞または臓器の補体依存性障害に対する感受性を低下させるためのまたは体介在性の
障害を治療するための、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　加齢黄斑変性症を有するまたはそのリスクのある対象の硝子体腔に投与するための、請
求項１３または１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　硝子体内注射により投与する、請求項１３～１５の何れかに記載の組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５１
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０１５１】
　いくつかの実施形態では、分岐した櫛形または星形のＰＥＧは、反応性官能基を含む部
分を複数の各－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ鎖の末端に含む。反応性官能基は同じものであって
もよく、あるいは少なくとも２つの異なる基が存在してもよい。いくつかの実施形態では
、分岐した櫛形または星形のＰＥＧは、下式：
【化１５】

【化１６】

【化１７】

【化１８】

【化１９】
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【化２０】

式Ｈ
のＰＥＧであり、式中、Ｒ２はそれぞれ独立して、「反応性官能基」またはＲ１であり、
Ｔ、ｎおよび「反応性官能基」はそれぞれ独立して、上で定義され、本明細書のクラスお
よびサブクラスに記載されている通りのものである。反応性官能基としてＮＨＳ部分を含
む分岐状ＰＥＧ（アーム、すなわち分岐枝を８本有する）の例の構造を下に図示する。

【化２１】

【化２２】
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